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臨床検査医学講座

講座担当教授：松浦　知和　　臨床細胞生物学
教　　　　授：海渡　　健　　臨床血液学
教　　　　授：吉田　　博　　 脂質代謝学，循環器

病学
（内科学講座（総合診療内科）に出向中）

教　　　　授：須江　洋成　　精神神経医学
教　　　　授：杉本　健一　　循環器病学
教　　　　授：中田　浩二　　 13C 呼気試験による

生体機能検査，機能
性消化管障害

准 　教 　授：小笠原洋治　　臨床血液学
准 　教 　授：政木　隆博　　 肝臓病学，ウイルス

学，臨床検査医学
講　　　　師：目崎　喜弘　　臨床分子生物学
講　　　　師：越智　小枝　　 災害公衆衛生，関節

リウマチ
講　　　　師：河野　　緑　　臨床微生物学

（臨床医学研究所に出向中）

講　　　　師：秋月　摂子　　病態検査学

教育・研究概要
Ⅰ．臨床微生物学に関する研究
１． 病原ウイルス・細菌に関する研究（安藤　隆，

政木隆博，河野　緑，松浦知和）
B 型肝炎ウイルス（HBV）や C 型肝炎ウイルス

（HCV）など肝炎ウイルスの基礎研究，新型コロナ
ウイルス（SARS‒CoV‒2）の核酸増幅法の検討を
行った。HBV 研究では，感染に必要とされる感染
補助因子候補の探索を行った。HCV 研究では，
HCV の増殖制御に関与する新規マイクロ RNA や
自然免疫シグナル経路を同定した。種々の SARS‒
CoV‒2 核酸増幅法を検討し，検査法の最適化を図っ
た。附属４病院における肺炎球菌の分離状況と各種
抗菌薬に対する感受性の経年的推移を調査し，５歳
未満の小児における肺炎球菌ワクチン接種の有用性
を明らかにした。さらに，本研究成果を英文誌に投
稿した（大学院生　安藤　隆）。
２． 炎症性疾患の呼気検査と腸内細菌叢の解析（河

野　緑）
炎症性疾患を伴う患者の呼気中に含まれる成分に

ついて GC/MS 装置を用いた解析を継続した。ラッ
トおよびマウスに与える飼料および投薬による腸内
細菌叢の変化についてメタゲノム解析を用いて行っ
た。

Ⅱ．臨床化学に関する研究
１．13C 呼気試験法を用いた胃切除後患者の消化

管機能評価（中田浩二，秋月摂子）
13C 呼気試験法は簡便，非侵襲的かつ安全に胃排

出能，消化吸収能などの生体機能を調べることがで
きる有用な検査法である。これらの検査をさまざま
なタイプの胃切除術を受けた患者に行い，術式の評
価に役立てている。13C 呼気試験法を実地臨床の場
においてさまざまな疾患の病態解明や治療効果の判
定に活用するために定期的に全国的な勉強会を主催
し，研究者間の情報交流とコンセンサス形成を推進
している。また胃切除後障害の軽減に役立つ術式を
明らかにし，その普及とさらなる改良を行うために，

「胃癌術後評価を考える」ワーキンググループの活
動（事務局）を通じて全国規模の多施設共同研究を
企画・推進している。
２．脂質代謝異常に関する研究（吉田　博）
HDL のコレステロー濃度などの量的評価ではな

く，HDL の抗動脈硬化作用の中心的な機能である
Cellular cholesterol efflux（コレステロール引き抜
き能）の評価方法として安定同位体を用いたメソッ
ドを確立して論文発表した（Shimizu T, et al. J 
Lipid Res 2019；60(11) :  1959‒67）。臨床研究とし
ては，２型糖尿病患者において尿酸，ホモシステイ
ンが eGFR と関連を示し，糖尿病における血管障
害リスクの推定に有用である可能性が示唆されたが，
現在，さらなる検討を続けている。また基礎研究と
しては，抗酸化・抗解毒酵素の誘導に関与する転写
因子 Nrf2 が関連する分子が糖尿病性腎症診療にお
ける重要なマーカーとして役割を果たす可能性につ
いて検討している。
３．安定同位体呼気試験に関する基礎および臨床

研究（江崎裕敬，中村まり子，河野　緑，目
崎喜弘，政木隆博，松浦知和）

循環器疾患及び生活習慣病患者 200 名を対象とし
て肝臓インスリン抵抗性について検討するため，空
腹 時 13C‒glucose 呼 気 試 験（Fasting 13C‒glucose 
breath test ;  FGBT）を施行し，Homeostasis Mod-
el Assessment‒Insulin Resistance（HOMA‒IR）と
の相違について検討した。対象患者全体の 13C グル
コース投与後 120 分の 13C 排出速度 C120（mmol/
hr）は健常者とくらべて有意に低値であり，
HOMA‒IR は有意に高値であった。C120 値は虚血性
心疾患患者，非虚血性心疾患患者（心不全や心房細
動などを有する患者），心疾患を有しない生活習慣
病患者のいずれの群でも健常者より有意に低値で
あった一方，HOMA‒IR は虚血性心疾患患者，心
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疾患を有しない生活習慣病患者と健常者との間に有
意な差を認めなかった。また，既知の心血管リスク
因子として知られる各種パラメーターとの相関にお
いては，多変量解析では，C120 値を独立して規定す
る因子として HbA1C 値が，HOMA‒IR を独立して
規定する因子として BMI，HDL‒コレステロール，
中性脂肪が検出された。以上の成果について欧文誌
に発表した（Ezaki H, et al. Clin Chim Acta 2020 ;  
500 :  20‒7）（大学院生　江崎裕敬）。

基礎的研究では，肥満・糖尿病モデル Wistar 
Fatty rat あるいは SDT Fatty rat を用いて，40 週
令までの肝臓インスリン抵抗性の発症過程をFGBT
で測定し，解析中。

Ⅲ．臨床腫瘍・血液学に関する研究（小笠原洋治，
海渡　健）

再生不良性貧血，骨髄異形成症候群などの骨髄不
全症候群の病態解析および治療の改良を主な研究
テーマとし，再生不良性貧血に対する至適治療法を
明らかにするため，当院における再生不良性貧血患
者の長期的治療データを解析している。

Ⅳ．臨床精神医学に関する研究（越智小枝，須江洋成）
てんかんセンター化に向けワーキングを重ねてき

たが，緩徐なセンター化をめざす新病院体制の方針
転換から，センター化は見送られる状況となった。
センター化を再度めざすためにも，人材育成・検査
法の改良を進めていく。また，現在，てんかんに関
する出版本の準備を進めている。当事者とその家族，
施設職員などの方々を対象と考えており，てんかん
のやさしい解説はもちろん，ライフイベントにまつ
わる問題，例えば就学，就労，出産などといった悩
みごとへの対応・解説をも柱にしたいと考えている。
なお，本学で開催させていただいた第 12 回てんか
ん学会関東甲信越地方会の際の発表を若手医師が症
例報告としてまとめ，投稿予定。

Ⅴ．臨床生理学に関する研究（野尻明由美，杉本健一）
昨年度に引き続き，心電図自動解析の不整脈診断

精度に関する研究を行い，従来当院で使用してきた
プログラムソフトと最新のプログラムソフトとの比
較を開始した。不整脈領域では，心房細動のカテー
テルアブレーションに関連する研究を継続し，欧米
誌に報告した。また，心臓 MRI における遅延造影
の新しい採点法を開発し，ファブリー病患者におけ
る遅延造影率を解析し，その有用性を証明し，欧米
誌 に 発 表 し た（Nojiri A, et al. J Cardiol 2020 ;  

75(1) :  27‒33）。

Ⅵ．臨床病理学・細胞生物学・がんゲノムに関する
研究

１．がんゲノム検査体制の構築（目崎喜弘）
附属病院は，がんゲノム医療中核拠点病院である

国立がん研究センター中央病院の連携病院となって
いる。そこで，国立がん研究センターがんゲノム情
報管理センター情報利活用戦略室に出向し以下の研
修を行った。１）遺伝子変異情報をタンパク質の構
造情報に還元するための Molecular dynamics シ
ミュレーションの立ち上げ，２）がんゲノム変異の
意義付け，およびがんゲノム情報管理センター調査
結果の校閲，３）ゲノム解析の元データから，医療
に役立つ情報を引き出すための Expert panel 会議
への参画。以上の研修で得られた知識・経験を附属
病院の臨床検査技師等に還元し，併せて医学生への
教育にも活用したい。
２．肝疾患における TGF‒β LAP‒D の意義につ

いて（政木隆博，松浦知和）
肝臓の線維化は類洞壁細胞からの TGF‒β産生と

その活性化が引き金となって引き起こされる。細胞
から放出された TGF‒βは主に細胞外マトリックス
の Latency associated protein（LAP）によってア
ンカーされる。LAP は組織特異的プロテアーゼに
よって切断されて，TGF‒βを活性化する。切断さ
れた遊離側の LAP を認識する抗体を用いて血中の
LAP 断片を ELISA で測定すれば，肝線維化活性化
を血液検査で評価できる。理化学研究所（小嶋聡一
客員教授，古谷　裕上級研究員）との共同研究で新
規 LAP‒D 抗体を作製し，感度の高い ELISA 系を
構築できた（特許申請）。

Ⅶ．臨床検査業務における安全管理・データ管理
１．検査部門における心理的安全性について（海

渡　健）
臨床検査技師が感じる心理的安全性について調査

した。その結果，助けを求めやすい環境はあったが，
活動許容姿勢はなかった。また，検査部門間で差が
あり，心理的安全性の低い部門ではその必要性を強
く認識していたこと，中堅技師の認識度が特に低
かった等も判明した。これだけでチーム活動を比較
することはできないが，部署や経験別に心理的安全
性の認識に相違があるため，その特徴を理解し全員
で心理的安全性を高めるためにどうすれば良いかを
考えながら取り組む必要がある。
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２．臨床検査におけるデータ管理（越智小枝）
災害公衆衛生については，災害後の長期的健康影

響・オリンピックにおける公衆衛生の課題，災害公
衆衛生と倫理等につき５大学で８コマの講義を行っ
た。また放射線災害時の医療施設の被害についての
文献レビュー論文が受理された。災害時の Point‒of‒
care testing（POCT）活用の課題についての文献
レビューも投稿中である。リウマチ疫学研究につい
ては産業医科大学のレジストリデータを用いた後ろ
向きコホート研究にて分子標的薬の有効性が異なる
患者群が存在することを示した。更に同レジストリ
を用い difficult‒to‒treat rheumatoid arthritis の新
たな定義を提言する論文を投稿中である。また
DPC データを用い，関節リウマチ患者の人工関節
置換術における死亡・入院日数延長のリスク因子解
析を行っている。

「点検・評価」
１．教育
１）１年次対象
スタートアップ研修（松浦知和，政木隆博）
２）２年次対象
コース基礎医科学Ⅱのユニット「機能系実習（生

理学系）」目崎喜弘：６回
講義（コース基礎医科学Ⅱのユニット「消化器系」

中田浩二：１コマ，目崎喜弘：１コマ）
３）３年次対象
(1) コース外国語Ⅲのユニット「医学英語専門文

献抄読Ⅰ」（前期・後期）目崎喜弘
(2) 講義（コース臨床基礎医学のユニット「栄養

科学」臨床栄養学：松浦知和：１コマ，栄養学：吉
田　博：１コマ，ユニット「行動科学」須江洋成：
１コマ，ユニット「細菌・真菌と感染」河野　緑：
１コマ）
(3) コース研究室配属（感染症検査～COVID‒19

検査体制の確立～：１名）
４）４年次対象
(1) ４～５年次集合教育（臨床検査医学講義：５

コマ（松浦知和：１コマ，海渡　健：１コマ，須江
洋成：0.5 コマ，杉本健一：0.5 コマ，小笠原洋治：
0.5 コマ，目崎喜弘：0.5 コマ，政木隆博：0.5 コマ，
野尻明由美：0.5 コマ）
(2) その他の講義（コース臨床医学Ⅰのユニット

「血液・造血器（臨Ⅰ）」海渡　健：１コマ，小笠原
洋治：１コマ，ユニット「内分泌・代謝・栄養（臨
Ⅰ）」吉田　博：１コマ，ユニット「精神医学」須
江洋成：１コマ，ユニット「消化管（集合）」中田

浩二：１コマ）
(3) コース臨床医学Ⅰのユニット「基本的臨床技

能実習」（合計 40 回，講座所属教員・非常勤講師が
分担，中央検査部技師・講座職員が補助）
５）４～５年次
臨床実習：１クール２日間，年間 19 回，Re-

versed CPC（RCPC）および中央検査部見学実習，
RCPC は臨床系教員および非常勤講師が分担。見学
実習は４病院中央検査部技師の協力のもと行われた。
６）５年次
(1) コース臨床医学Ⅱのユニット「臨床医学演習」

海渡　健：１回，小笠原洋治：１回
(2) 講義（コース臨床医学Ⅱのユニット「血液・

造血器（集合）」海渡　健：１回）
７）大学院
２年目：社会人大学院生として松田麻未，大学院

講義を履修修了。ウイルス感染症検査について研究
継続。
４年目：社会人大学院生として，安藤　隆，江崎

裕敬が英文論文執筆・投稿。江崎の投稿論文は受領
された。学位審査を経て，医学博士が学長より授与
された。
８）訪問研究員
野本秀材が学位審査を経て，医学博士が学長より

授与された。
教育に関しては，例年通り２年生から５年生まで，

臨床検査医学講座の教員が，臨床検査医学に留まら
ず，内科・精神科・微生物学など広範囲の分野の講
義，実習を担当し，滞りなく終了した。
２．研究
講座に所属する教員・医師は研究概要に示した通

り，個々の専門分野を中心とした主に臨床主体の検
査に関わる研究を遂行した。
３．その他
１）越智小枝講師が，AMED 出向から臨床検査

医学講座に復帰。柏病院中央検査部（2019 年４～12
月），葛飾医療センター中央検査部（2020 年１月～）
に勤務。
２）目崎喜弘講師が，がんゲノム医療の実地を学

ぶため，がん研究センター病院内の C‒CAT に出向
（2019 年４月から 2020 年３月まで）。
３）小嶋聡一客員教授（理化学研究所所属），

2019 年８月 19 日逝去。
４）2020 年２月以降の COVID‒19 拡散に対応し，

附属４病院の PCR 検査の検査体制の構築をサポー
トするとともに，院内感染発生時には政木隆博准教
授の指導の下実際に検査を行った。

東京慈恵会医科大学　教育・研究年報　2019年版



― 241 ―

研　究　業　績
Ⅰ．原著論文
 1）Yokoyama H, Masaki T, Inoue I, Nakamura M, 

Mezaki Y, Saeki C, Oikawa T, Saruta M, Takahashi 
H, Ikegami M, Hano H, Ikejima K, Kojima S, Matsuu-
ra T. Histological and biochemical evaluation of trans-
forming growth factor‒β activation and its clinical 
significance in patients with chronic liver disease. He-
liyon 2019 ;  5(2) :  e01231.

 2）Arihiro S, Nakashima A, Matsuoka M, Suto S, Uchi-
yama K, Kato T, Mitobe J, Komoike N, Itagaki M, 
Miyakawa Y, Koido S, Hokari A, Saruta M, Tajiri H, 
Matsuura T, Urashima M. Randomized trial of vita-
min D supplementation to prevent seasonal influenza 
and upper respiratory infection in patients with in-
flammatory bowel disease. Inflamm Bowel Dis 2019 ;  
25(6) :  1088‒95.

 3）Kawamoto H, Hara H, Araya J, Ichikawa A, Fujita 
Y, Utsumi H, Hashimoto M, Wakui H, Minagawa S, 
Numata T, Arihiro S, Matsuura T, Fujiwara M, Ito S, 
Kuwano K. Prostaglandin E‒major urinary metabolite 
(PGE‒MUM) as a tumor marker for lung adenocar-
cinoma. Cancers (Basel) 2019 ;  11(6) :  768.

 4）Shimizu T, Miyazaki O, Iwamoto T, Usui T, Sato R, 
Hiraishi C, Yoshida H. A new method for measuring 
cholesterol efflux capacity uses stable isotope‒labeled, 
not radioactive‒labeled, cholesterol. J Lipid Res 2019 ;  
60(11) :  1959‒67.

 5）伊藤栄作，戸谷直樹，西江亮祐，村上友梨，福島宗
一郎，吉田　博，三澤健之，大木隆生．下肢静脈うっ
滞と血管内皮機能についての検討　前向きパイロット
研究．脈管学 2019；59(5)：29‒32．

 6）海渡　健．人の思考特性と安全を確保するノンテク
ニカルスキル．臨病理 2019；67(2)：117‒25．

 7）海渡　健．【生理検査における医療安全】生理検査
と TeamSTEPPS．臨検 2019；63(6)：686‒93．

 8）Tokutake K, Tokuda M, Yamashita S, Sato H, Ike-
waki H, Okajima E, Oseto H, Yokoyama M, Isogai R, 
Yokoyama K, Kato M, Narui R, Tanigawa S, Matsuo 
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